
令和３年（2021年）8月 25日 第 306号（4）足 立 区 議 会 だ よ り

寄
り
添
っ
た
支
援
で
孤
立
を
防
げ

【
問
】
①
困
窮
の
度
合
い
が
深
い
ひ

と
り
親
世
帯
に
は
、
支
援
策
を
提
示

す
る
だ
け
な
く
、
「
何
に
一
番
困
っ

て
い
る
か
」
等
を
寄
り
添
い
な
が
ら

支
援
す
る
こ
と
が
必
要
だ
が
伺
う
。

②
豆
の
木
メ
ー
ル
等
で
相
談
を
実
施

し
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
を
さ
ら
に

強
化
す
べ
き
だ
が
伺
う
。

【
福
祉
】
①
児
童
扶
養
手
当
受
給
世

帯
で
孤
立
の
恐
れ
が
あ
る
世
帯
へ
調

査
を
実
施
し
た
。
そ
の
調
査
を
踏
ま

え
、
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
へ
寄
り

添
い
な
が
ら
相
談
に
応
じ
る
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
型
の
体
制
を
検
討
す
る
。

②
豆
の
木
サ
ロ
ン
の
委
託
先
で
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。
区
独
自
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活

用
は
、
個
人
情
報
等
の
様
々
な
課
題

が
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
活

用
し
た
リ
モ
ー
ト
相
談
を
検
討
す
る
。

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
を
応
援
せ
よ

【
問
】
①
区
内
で
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

を
実
施
す
る
団
体
の
活
動
状
況
に
地

域
的
な
偏
り
は
な
い
の
か
伺
う
。

②
将
来
的
に
中
学
校
区
に
一
つ
の
フ
ー

ド
パ
ン
ト
リ
ー
が
設
置
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
べ
き
だ
が
伺
う
。

③
活
動
団
体
へ
情
報
共
有
や
マ
ッ
プ

の
作
成
等
、
強
力
に
支
援
す
る
べ
き

だ
が
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
①
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

の
活
動
状
況
は
各
地
域
に
広
が
っ
た

が
、
入
谷
、
舎
人
、
花
畑
等
、
活
動

が
少
な
い
エ
リ
ア
が
あ
る
。

②
中
学
校
区
に
一
つ
の
フ
ー
ド
パ
ン

ト
リ
ー
配
置
に
向
け
て
努
め
る
。

③
７
月
の
意
見
交
換
会
で
団
体
間
の

情
報
を
共
有
化
し
、
活
動
が
連
携
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
。

　

な
お
、
夏
休
み
前
に
マ
ッ
プ
を
作

成
予
定
の
た
め
、
食
の
支
援
を
必
要

と
す
る
区
民
に
周
知
し
て
い
く
。

区
東
部
の
万
全
な
防
災
対
策
を

【
問
】
都
立
中
川
公
園
周
辺
地
区
の

高
台
ま
ち
づ
く
り
に
合
わ
せ
て
、
災

害
復
興
に
不
可
欠
な
車
両
等
を
水
害

時
に
一
時
避
難
さ
せ
る
車
両
基
地
を

整
備
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

【
都
市
建
設
】
国
及
び
都
と
の
協
議

の
中
で
、
車
両
基
地
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

地
域
の
要
望
に
沿
っ
た
跡
地
活
用
を

【
問
】
①
北
鹿
浜
小
学
校
と
鹿
浜
西

小
学
校
の
統
合
新
校
の
計
画
が
進
む

中
、
昨
年
12
月
に
鹿
浜
地
区
町
会
・

自
治
会
連
絡
協
議
会
か
ら
区
長
へ
鹿

浜
地
域
の
小
学
校
跡
地
に
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
誘
致
と
避
難
所
の
設
置

を
求
め
る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
。

学
校
跡
地
活
用
は
地
元
の
意
向
を
尊

重
す
べ
き
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
性
で
検
討
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

②
今
後
、
統
合
新
校
が
第
一
次
避
難

所
と
な
る
予
定
だ
が
、
鹿
浜
西
小
学

校
跡
地
に
避
難
所
機
能
を
持
っ
た
施

設
の
設
置
を
強
く
求
め
る
が
伺
う
。

【
総
務
】
①
地
域
か
ら
の
要
望
書
に

よ
り
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
誘
致
の

意
向
が
高
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、
複
数
の
事
業
者
に
出
店
の
可

能
性
を
確
認
し
て
お
り
、
今
後
、
地

域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
内
に
は
活
用
方
針

を
定
め
、
来
年
度
に
事
業
者
公
募
を

実
施
で
き
る
よ
う
準
備
す
る
。

②
避
難
所
の
設
置
に
必
要
性
を
感
じ

て
お
り
、
事
業
者
に
は
出
店
の
可
能

性
の
確
認
と
同
時
に
避
難
所
機
能
の

設
置
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
。
鹿

浜
地
区
の
連
絡
協
議
会
や
議
会
の
協

力
の
も
と
有
効
な
方
策
を
検
討
し
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
間
に
合
う
よ
う
進
め
る
。

旧
入
谷
南
小
学
校
跡
地
の
今
後
は

【
問
】
本
年
２
月
に
旧
入
谷
南
小
学

校
跡
地
の
基
本
構
想
（
案
）
を
示
し
、

施
設
整
備
を
す
る
と
し
た
が
、
入
谷

学
校
観
戦
を
辞
退
し
、
命
を
守
れ

【
問
】
都
は
、
児
童
・
生
徒
が
対
象

の
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
学
校
連

携
観
戦
を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

わ
が
党
は
子
ど
も
た
ち
の
命
を
危
険

に
さ
ら
す
学
校
観
戦
を
辞
退
す
る
よ

う
求
め
て
き
た
が
ど
う
か
。

※

【
教
育
長
】
こ
れ
ま
で
も
コ
ロ
ナ

禍
の
み
な
ら
ず
、
熱
中
症
等
の
リ
ス

ク
も
考
え
、
対
象
を
小
学
３
年
生
以

上
と
す
る
等
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
健
康
を
第
一
に
区
独
自
で
判
断

し
て
き
た
。
今
後
も
感
染
症
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
校
長
会
や
教
育
委

員
会
等
で
の
意
見
も
集
約
し
、
７
月

上
旬
を
目
途
に
教
育
委
員
会
と
し
て

の
方
向
性
を
決
定
し
て
い
く
。

　

な
お
、
観
戦
の
可
能
性
を
ぎ
り
ぎ

り
ま
で
残
す
た
め
、
関
連
経
費
を
今

議
会
に
補
正
予
算
案
と
し
て
提
出
し

て
い
る
が
、
こ
れ
に
捉
わ
れ
ず
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
と
健
康
を
第
一
に

慎
重
に
判
断
し
て
い
く
。

保
育
士
・
教
職
員
の
早
期
接
種
を

【
問
】
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

が
早
期
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
る
。
保
育
園
、
幼
稚
園

や
学
校
施
設
職
員
等
の
一
刻
も
早
い

接
種
を
可
能
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
ワ
ク
チ
ン
】
区
医
師
会
の
協
力
で
、

７
月
３
日
か
ら
毎
週
土
・
日
曜
日
に

医
師
会
館
で
約
600
人
の
集
団
接
種
を

行
い
、
そ
の
半
数
を
優
先
枠
と
す
る
。

都
も
大
規
模
接
種
で
方
針
を
示
し
て

お
り
、
早
期
接
種
が
可
能
と
考
え
る
。

学
校
ト
イ
レ
へ
生
理
用
品
の
配
備
を

【
問
】
わ
が
党
は
学
校
ト
イ
レ
へ
生

理
用
品
の
配
備
を
求
め
て
き
た
。
墨

田
区
や
品
川
区
は
、
す
で
に
配
備
し
、

全
都
立
高
校
も
９
月
か
ら
の
実
施
に

向
け
て
段
階
的
に
配
備
予
定
で
あ
る
。

急
な
生
理
や
貧
困
で
生
理
用
品
が
買

え
な
い
と
き
、
誰
も
が
安
心
し
て
使

え
る
状
況
を
作
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
学
校
運
営
】
現
在
、
生
理
用
品
は

保
健
室
で
、
必
要
な
児
童
・
生
徒
に

配
付
し
て
い
る
。
今
後
は
、
夏
休
み

明
け
に
学
校
ト
イ
レ
へ
の
配
備
を
実

施
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
く
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
減
ら
せ

【
問
】
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク

ル
が
進
ん
で
い
な
い
。
早
急
に
都
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
再
資
源
化
事
業

の
活
用
を
検
討
し
、
資
源
ご
み
の
分

別
品
目
を
増
や
し
て
、
資
源
化
を
図

る
こ
と
が
重
要
だ
が
ど
う
か
。

【
環
境
】
こ
れ
ま
で
も
段
階
的
に
資

源
化
品
目
を
増
や
し
て
き
た
。
さ
ら

に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
資
源
化
を
進
め
る
際
は
、
分
別
収

集
に
向
け
た
調
査
等
に
つ
い
て
、
都

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
・
再

資
源
化
支
援
事
業
を
活
用
し
て
い
く
。

住
民
票
の
な
い
外
国
人
に
も
支
援
を

【
問
】
住
民
票
の
な
い
外
国
人
は
公

的
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

区
は
実
態
を
把
握
し
た
上
で
、
地
方

自
治
体
の
役
割
を
果
た
し
、
生
活
支

援
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
公
衆
衛
生
の
観
点
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
国
に
対
し
、
住
民
登
録

対
象
外
の
人
へ
公
的
支
援
を
行
う
よ

う
意
見
を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
地
域
】
足
立
区
は
住
民
登
録
の
な

い
外
国
人
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、

原
則
、
公
的
支
援
を
実
施
で
き
ず
、

住
民
登
録
対
象
外
の
外
国
人
へ
の
公

的
支
援
に
つ
い
て
国
へ
意
見
を
上
げ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、

例
外
と
し
て
、
公
衆
衛
生
の
観
点
か

ら
公
的
支
援
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

例
え
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
事
務
連

絡
で
住
民
登
録
が
な
く
て
も
本
人
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
居
住
実
態
の
あ
る

自
治
体
が
現
状
を
把
握
し
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
可
能
と
し
て
い
る
。
足
立

区
も
こ
れ
ま
で
２
名
に
接
種
券
を
発

行
し
た
。
今
後
も
適
切
に
対
応
す
る
。

住
宅
環
境
の
悪
化
を
防
げ

【
問
】
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
の

建
築
主
の
中
に
は
、
「
足
立
区
集
合

住
宅
の
建
築
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
」
を
最
低
限
守
れ
ば
問
題
な
い
と

い
う
考
え
で
、
街
並
み
を
壊
し
、
日

照
時
間
を
著
し
く
妨
げ
て
建
設
し
て

い
る
事
例
が
あ
る
。
世
田
谷
区
の
条

例
の
よ
う
に
建
築
物
の
延
べ
面
積
に

応
じ
た
壁
面
後
退
の
規
定
を
強
化
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
建
築
】
規
程
強
化
は
地
域
特
性
を

踏
ま
え
、
各
自
治
体
が
判
断
す
る
と

認
識
し
て
い
る
。
規
程
を
強
化
し
た

場
合
に
住
環
境
の
保
全
は
図
ら
れ
る

が
、
土
地
の
有
効
利
用
が
制
約
さ
れ
、

事
業
者
等
の
負
担
増
に
も
つ
な
が
る
。

こ
の
た
め
、
現
行
規
程
を
も
と
に
事

業
者
へ
の
指
導
を
継
続
し
、
良
好
な

住
宅
供
給
を
誘
導
し
て
い
き
た
い
。

実
態
に
即
し
た
公
契
約
条
例
に
せ
よ

【
問
】
①
区
発
注
の
工
事
で
従
事
者

の
賃
金
実
態
を
直
接
調
査
し
、
公
契

約
条
例
の
労
働
報
酬
下
限
額
以
上
の

賃
金
を
保
証
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
熟
練
、
未
熟
練
労
働
者
の
判
断
は

使
用
者
側
に
あ
る
。
見
習
い
、
手
元

の
区
分
は
廃
止
す
べ
き
で
な
い
か
。

③
工
事
契
約
の
対
象
金
額
を
引
き
下

げ
、
範
囲
を
拡
充
す
べ
き
で
な
い
か
。

【
総
務
】
①
公
契
約
条
例
の
対
象
工

事
で
は
、
労
務
台
帳
の
提
出
で
下
限

額
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
制
度
の
運
用
実
態
の
把
握

は
重
要
で
あ
る
。
前
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
か
ら
５
年
が
経
ち
、
改
め
て

調
査
等
を
実
施
し
た
い
と
考
え
る
。

②
区
分
は
、
業
務
の
習
熟
度
等
を
賃

金
に
反
映
す
る
た
め
必
要
で
あ
る
。

区
分
を
廃
止
す
る
と
、
未
熟
練
労
働

者
の
賃
金
が
最
低
賃
金
に
低
下
す
る

可
能
性
も
あ
り
、
慎
重
に
考
え
る
。

③
拡
充
は
、
元
請
業
者
か
ら
労
務
台

帳
作
成
事
務
の
負
担
が
重
い
等
の
意

見
や
費
用
計
上
の
要
望
等
も
あ
る
が
、

他
区
の
情
報
収
集
と
検
討
を
進
め
る
。

安
全
で
快
適
な
住
ま
い
の
確
保
を

【
問
】
住
宅
改
良
助
成
は
昨
年
度
に

続
き
、
今
年
度
も
２
カ
月
半
で
予
算

に
達
す
る
勢
い
で
あ
る
。
直
ち
に
補

正
予
算
を
組
む
べ
き
で
な
い
か
。

【
建
築
】
今
年
度
の
第
１
四
半
期
で

事
業
打
ち
切
り
と
し
な
い
た
め
の
緊

急
措
置
と
し
て
、
予
算
流
用
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
の
助
成
申
請
の
状
況

を
注
視
し
、
補
正
予
算
の
必
要
性
を

検
討
し
て
い
く
。

石
綿
飛
散
対
策
の
強
化
を
周
知
せ
よ

【
問
】
昨
年
の
大
気
汚
染
防
止
法
改

正
で
石
綿
飛
散
対
策
が
強
化
さ
れ
、

事
業
者
の
負
担
と
工
事
金
額
も
増
え

た
。
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
支
援

策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
環
境
】
９
月
か
ら
区
内
工
事
関
係

業
界
団
体
を
訪
問
し
て
、
周
知
す
る
。

　

ま
た
、
利
用
し
や
す
い
区
独
自
の

助
成
制
度
創
設
の
検
討
を
進
め
る
。

町
会
の
意
向
に
沿
っ
た
計
画
で
進
め

ら
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
地
域
の
要
望
で
あ
る
多
様

な
ス
ポ
ー
ツ
に
も
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

【
総
務
】
跡
地
活
用
は
基
本
的
に
防

災
拠
点
機
能
や
保
管
用
倉
庫
の
確
保

で
あ
る
が
、
施
設
内
の
余
剰
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
利
用
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
く
。
集
会
所
等

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
本
計

画
の
策
定
時
に
改
め
て
検
討
す
る
。

　
学
校
連
携
観
戦
に
関
す
る
答
弁
は
、
令
和
３

　
年
６
月
23
日
現
在
の
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
足
立
区
議
団

　
　

日
本
共
産
党　
　

横　

田　

ゆ　

う　

議
員

　
　

公　

明　

党　
　

佐
々
木
ま
さ
ひ
こ　

議
員

　
　

日
本
共
産
党　
　

は
た
の　

昭　

彦　

議
員

　
　

公　

明　

党　
　

た
が
た　

直　

昭　

議
員

社
会
的
孤
立
防
止
対
策
と

　

東
部
地
域
の
課
題
に
つ
い
て

公
契
約
条
例
の
見
直
し
急
ぎ

区
内
建
設
事
業
者
の
営
業
守
れ

コ
ロ
ナ
禍
で
子
ど
も
の
成
長
と

命
く
ら
し
最
優
先
の
区
政
を

鹿
浜
・
入
谷
地
区
の
学
校
跡
地

は
、
地
域
住
民
の
声
を
第
一
に

足立福祉（＝足立福祉事務所）、げんき（＝こども支援センターげんき）･･･各所長　エリア（＝エリアデザイン推進）、総合防災（＝総合防災対策）、生涯学習（＝生涯学習支援）、道路整備、市街地（＝市街地整備）、みどり（＝みどりと公園推進）、建築･･･各室長
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